
(57)【要約】

【課題】ＩＣカードが曲げられた際に、アンテナ本体と

ＩＣチップとの電気的な接続が切断されるのを抑制した

ＩＣカードおよびその製造方法を提供する。

【解決手段】アンテナ本体１２を内在するカード基材１

１と、ＩＣチップ１３とを少なくとも備えたＩＣカード

１０において、カード基材１１は、第１凹部１５と、第

２凹部１６と、第３凹部１７とを具備し、第１凹部１５

の底面１５ａには第３凹部１７の開口端１７ａまで接着

シート２９が設けられ、ＩＣモジュール基板２１におけ

る樹脂モールド部２６が配されていない部分の少なくと

も一部が、第１凹部１５の底面１５ａに設けられた接着

シート２９を介して第１凹部１５の底面１５ａ、かつ、

第３凹部１７の開口端１７ｂ周辺に固着されている。第

１凹部１５の底面１５ａには第２凹部１６の開口端１６

ｂまで接着シート２９を設ける。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ン テ ナ 本 体 を 内 在 す る カ ー ド 基 材 と 、 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接 触 式 の イ ン
タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 少 な く と も 備 え て い る Ｉ Ｃ カ ー ド で あ っ て 、
前 記 カ ー ド 基 材 は 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 載 置 し た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 を 格 納 す る 第 １ 凹 部 と
、 前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 包 含 し て な る 樹 脂 モ ー ル ド 部 を 格 納 す る 第 ２
凹 部 と 、 前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 上 に お け る 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ か ら
延 び る 端 子 部 Ａ と 、 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る 導 電 材 が 充 填 さ
れ る 第 ３ 凹 部 と を 具 備 し 、
前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 前 記 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 ま で 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ 、
前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 に お け る 前 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 が 配 さ れ て い な い 部 分 の 少 な く と も
一 部 が 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト を 介 し て 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 、 か つ
、 前 記 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 周 辺 に 固 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 、 前 記 接 着 シ ー ト が 前 記 第 ２ 凹 部 の 開 口 端 ま で 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 は 、 前 記 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い な い 領 域 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 が 接 着 剤 を 介 し て 前 記 第 ２ 凹 部 の 底 面 の 少 な く と も 一 部 に 固 着 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ５ 】
ア ン テ ナ 本 体 を 内 在 す る カ ー ド 基 材 と 、 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接 触 式 の イ ン
タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 少 な く と も 備 え て い る Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 に お い
て 、
前 記 カ ー ド 基 材 に 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 載 置 し た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 を 格 納 す る 第 １ 凹 部 を
形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 接 着 シ ー ト を 設 け る 工 程 と 、
前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 包 含 し て な る 樹 脂 モ ー ル ド 部 を 格 納 す る 第 ２ 凹
部 を 前 記 カ ー ド 基 材 に 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 上 に お け る 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ か ら 延 び る 端
子 部 Ａ と 、 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る 導 電 材 が 充 填 さ れ る 第 ３
凹 部 を 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 の 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い る 領 域 に 形 成 し 、 前 記 第 ３ 凹 部
の 底 面 に 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ を 露 出 す る 工 程 と 、
前 記 第 ３ 凹 部 に 導 電 材 を 充 填 し た 後 、 前 記 端 子 部 Ａ を 該 導 電 材 に 接 触 す る よ う に 配 置 す る
工 程 と 、
前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 に お け る 前 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 が 配 さ れ て い な い 部 分 の 少 な く と も
一 部 を 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト を 介 し て 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 、 か つ
、 前 記 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 周 辺 に 固 着 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド の 製
造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ン テ ナ 本 体 を 内 在 す る カ ー ド 基 材 と 、 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接
触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 少 な く と も 備 え て い る Ｉ Ｃ カ ー ド お よ び
そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド が 曲 げ ら れ た と き に 、 ア ン テ ナ 本 体 と Ｉ Ｃ チ ッ プ
と の 接 続 が 切 断 さ れ る の を 抑 制 し た Ｉ Ｃ カ ー ド お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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Ｉ Ｃ チ ッ プ を 包 含 す る Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル を 備 え た Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 機 密 性 に 優 れ 、 磁 気 カ ー ド
に 比 べ て 記 憶 容 量 が 大 き い こ と か ら 、 近 年 、 多 く の 分 野 に 応 用 さ れ 、 利 用 さ れ て い る 。 Ｉ
Ｃ カ ー ド は 、 電 気 的 接 点 の 設 け ら れ た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル が カ ー ド 上 に 埋 め 込 ま れ た 接 触 式 Ｉ
Ｃ カ ー ド と 、 ア ン テ ナ が 内 蔵 さ れ た 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド に 大 別 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 銀 行 カ ー ド や 携 帯 電 話 の 加 入 者 認 証 モ ジ ュ ー ル な ど に 適 用 さ れ て お
り 、 一 方 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 交 通 機 関 の 電 子 乗 車 券 カ ー ド な ど に 適 用 さ れ て い る 。
ま た 、 近 年 、 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の 機 能 お よ び 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の 機 能 を １ つ の Ｉ Ｃ チ ッ
プ で 併 せ 持 つ 接 触 式 ／ 非 接 触 式 共 用 Ｉ Ｃ カ ー ド が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ０ は 、 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 一 例 と し て 、 接 触 式 ／ 非 接 触 式 共 用 Ｉ Ｃ カ ー ド の 構 成 を 示
す 概 略 平 面 図 で あ る 。
Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ は 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ と 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ に 設 け ら れ た ア ン テ ナ コ イ
ル １ ０ ２ と 、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ０ ２ に 接 続 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ０ ３ を 備 え た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー
ル １ ０ ４ と か ら 概 略 構 成 さ れ て い る 。 こ の Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ で は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ０ ４
が 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ に 形 成 さ れ た 凹 部 に 接 着 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 線 Ｈ － Ｈ に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ る 。
Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ０ ４ で は 、 長 方 形 状 の Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ の 表 面 １ １ １ ａ 側 に 外
部 端 子 １ １ ２ が 設 け ら れ 、 裏 面 １ １ １ ｂ 側 に ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ と 、 ダ イ ボ ン デ ィ
ン グ パ ッ ド １ １ ４ が 設 け ら れ 、 外 部 端 子 １ １ ２ は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ を 貫 通 し て
形 成 さ れ た 複 数 の 図 示 略 の ス ル ー ホ ー ル を 経 由 し て Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ０ ４ と 図 示 略 の ワ イ
ヤ ー に よ り 導 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ０ ３ が ダ イ ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ １ ４ に ダ イ ボ ン デ ィ ン グ に よ り 固 定
さ れ て お り 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ０ ３ と ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ と が ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ １
５ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ０ ３ お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ １
５ を 含 む 部 分 の 周 囲 が 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ の 大 き さ よ り も 小 さ い 範 囲 で 絶 縁 性 樹
脂 に よ り 包 囲 さ れ 、 直 方 体 状 の 樹 脂 モ ー ル ド 部 １ １ ６ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
カ ー ド 基 材 １ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ を 格 納 す る た め の 第 １ 凹 部 １ ０ ５ と 、 第
１ 凹 部 １ ０ ５ に 連 通 し 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 １ １ ６ を 格 納 す る た め の 第 ２ 凹 部 １ ０ ６ と 、 第 １
凹 部 １ ０ ５ に 連 通 し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ と ア ン テ ナ コ イ ル １ ０ ２ の 端 子 部 １ ０ ２
ａ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る た め の 導 電 材 １ １ ８ が 充 填 さ れ る 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ で は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ０ ４ の 樹 脂 モ ー ル ド 部 １ １ ６ が 第 ２ 凹 部 １ ０ ６
に 格 納 さ れ 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ が 第 １ 凹 部 １ ０ ５ に 格 納 さ れ 、 第 ２ 凹 部 １ ０ ６ の
底 面 １ ０ ６ ａ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 １ １ ９ を 介 し て 樹 脂 モ ー ル ド 部 １ １ ６ が 底 面 １ ０ ６ ａ に
固 着 さ れ 、 第 １ 凹 部 １ ０ ５ の 底 面 １ ０ ５ ａ に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト １ ２ ０ を 介 し て カ ー ド
基 材 １ ０ １ が 底 面 １ ０ ５ ａ に 固 着 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ 参 照
。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ６ ４ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ５ ７ ３ ５ ６ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 製 造 に お い て は 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ に 第 １ 凹 部 １ ０ ５ 、 第
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２ 凹 部 １ ０ ６ お よ び 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ を 形 成 し た 後 、 接 着 シ ー ト １ ２ ０ を 、 第 １ 凹 部 １ ０ ５
の 底 面 １ ０ ５ ａ に 設 け て い た 。 こ の 接 着 シ ー ト １ ２ ０ に は 、 あ ら か じ め 、 カ ー ド 基 材 １ ０
１ の 第 ２ 凹 部 １ ０ ６ に 相 当 す る 位 置 に 第 １ の 穴 １ ２ ０ ａ が 設 け ら れ 、 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ に 相
当 す る 位 置 に 第 ２ の 穴 １ ２ ０ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ り 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ の 各 凹 部 の 加 工 精 度 と 、 接 着 シ ー ト １ ２ ０ の 加 工 精 度 の 違
い か ら 、 カ ー ド 基 材 １ ０ １ の 各 凹 部 と 接 着 シ ー ト １ ２ ０ と 位 置 に ず れ が 生 じ 易 い 。 そ の た
め 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 接 着 シ ー ト １ ２ ０ を 、 第 ２ 凹 部 １ ０ ６ の 開 口 端 １ ０ ６ ｂ
お よ び 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ の 開 口 端 １ ０ ７ ｂ ま で 設 け る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 接 着 シ ー ト １ ２ ０ が 、 開 口 端 １ ０ ６ ｂ お よ び 開 口 端 １ ０ ７ ｂ を 覆 う よ う な こ と が あ
る と 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 １ １ ６ の 格 納 や 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ と 端 子 部 １ ０ ２ ａ と の
電 気 的 な 導 通 に 不 具 合 を 生 じ る こ と が あ る 。 そ こ で 、 あ ら か じ め 、 第 １ の 穴 １ ２ ０ ａ お よ
び 第 ２ の 穴 １ ２ ０ ｂ の 大 き さ を 、 第 ２ 凹 部 １ ０ ６ お よ び 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ よ り も 大 き く し て
お く 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な こ と か ら 、 第 ３ 凹 部 １ ０ ７ の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 １ １ １ と カ
ー ド 基 材 １ ０ １ と の 接 着 面 積 が 小 さ く 、 両 者 の 接 着 強 度 が 十 分 で は な か っ た 。 し た が っ て
、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ が 曲 げ ら れ る と 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ が 導 電 材 １ １ ８ か ら 剥 離
し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 １ １ ３ と 端 子 部 １ ０ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る こ と が
あ る た め 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 長 期 耐 久 性 や 長 期 信 頼 性 は 十 分 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 Ｉ Ｃ カ ー ド が 曲 げ ら れ た 際 に 、 ア ン テ ナ 本
体 と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の 電 気 的 な 接 続 が 切 断 さ れ る の を 抑 制 し た Ｉ Ｃ カ ー ド お よ び そ の 製 造 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 ア ン テ ナ 本 体 を 内 在 す る カ ー ド 基 材 と 、 接 触 式 の
イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 少 な く と も
備 え て い る Ｉ Ｃ カ ー ド で あ っ て 、 前 記 カ ー ド 基 材 は 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 載 置 し た Ｉ Ｃ モ ジ
ュ ー ル 基 板 を 格 納 す る 第 １ 凹 部 と 、 前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 包 含 し て な
る 樹 脂 モ ー ル ド 部 を 格 納 す る 第 ２ 凹 部 と 、 前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基
板 上 に お け る 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ か ら 延 び る 端 子 部 Ａ と 、 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ と の 電
気 的 な 導 通 を 図 る 導 電 材 が 充 填 さ れ る 第 ３ 凹 部 と を 具 備 し 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 前 記
第 ３ 凹 部 の 開 口 端 ま で 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ 、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 に お け る 前 記 樹 脂
モ ー ル ド 部 が 配 さ れ て い な い 部 分 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 設 け ら れ た
接 着 シ ー ト を 介 し て 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 、 か つ 、 前 記 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 周 辺 に 固 着 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 構 成 の Ｉ Ｃ カ ー ド に お い て 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 、 前 記 接 着 シ ー ト が 前 記 第 ２ 凹
部 の 開 口 端 ま で 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
上 記 構 成 の Ｉ Ｃ カ ー ド に お い て 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 は 、 前 記 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い
な い 領 域 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
上 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 は 、 前 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 が 接 着 剤 を 介 し て 前 記 第 ２ 凹 部 の 底 面 の 少 な
く と も 一 部 に 固 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に 係 る Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 は 、 ア ン テ ナ 本 体 を 内 在 す る カ ー ド 基 材 と 、 接 触 式 の
イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 少 な く と も
備 え て い る Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 カ ー ド 基 材 に 、 前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ を 載 置 し
た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 を 格 納 す る 第 １ 凹 部 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 接 着
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シ ー ト を 設 け る 工 程 と 、 前 記 第 １ 凹 部 に 連 通 し 、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 上 に お け る 前 記
Ｉ Ｃ チ ッ プ か ら 延 び る 端 子 部 Ａ と 、 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る
導 電 材 が 充 填 さ れ る 第 ３ 凹 部 を 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 の 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い る 領 域
に 形 成 し 、 前 記 第 ３ 凹 部 の 底 面 に 前 記 ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 Ｂ を 露 出 す る 工 程 と 、 前 記 第
３ 凹 部 に 導 電 材 を 充 填 し た 後 、 前 記 端 子 部 Ａ を 該 導 電 材 に 接 触 す る よ う に 配 置 す る 工 程 と
、 前 記 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 に お け る 前 記 樹 脂 モ ー ル ド 部 が 配 さ れ て い な い 部 分 の 少 な く と
も 一 部 を 、 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト を 介 し て 前 記 第 １ 凹 部 の 底 面 、 か
つ 、 前 記 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 周 辺 に 固 着 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に つ い て 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 １ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
こ の Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ は 、 ル ー プ 状 に 設 け ら れ た ア ン テ ナ 本 体 １ ２ を 内 在 す る カ ー ド 基 材 １
１ と 、 ア ン テ ナ 本 体 １ ２ に 接 続 さ れ 、 接 触 式 の イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 非 接 触 式 の イ ン タ
ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ を 備 え た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ と か ら 概 略 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ で は 、 カ ー ド 基 材 １ １ に 設 け ら れ た 第 １ 凹 部 １ ５ に Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ を
構 成 す る Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ が 格 納 さ れ 、 カ ー ド 基 材 １ １ に 設 け ら れ た 第 ２ 凹 部 １ ６
に Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ を 構 成 す る 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ が 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 全 面 が 、 第 ２ 凹 部 １ ６ の 底 面 １
６ ａ の 全 面 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 ２ ８ を 介 し て 底 面 １ ６ ａ に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｉ Ｃ モ
ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ に お け る 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ が 配 さ れ て い な い 部 分 の 全 部 ま た は 一 部 が
、 第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ の 全 面 に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト ２ ９ を 介 し て 底 面 １ ５ ａ に 固
着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 、 カ ー ド 基 材 １ １ に 設 け ら れ た
第 ３ 凹 部 １ ７ に 充 填 さ れ た 導 電 材 ３ ０ を 介 し て 、 第 ３ 凹 部 １ ７ の 底 面 １ ７ ａ に 露 出 し た ア
ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と 接 続 さ れ 、 電 気 的 な 導 通 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ は 、 長 方 形 状 の Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ と 、 こ の 表 面 に 載 置 さ れ た Ｉ
Ｃ チ ッ プ １ ３ と を 備 え て な る 断 面 凸 状 の も の で あ る 。
Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ に お い て 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ が Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ の 裏 面 ２ １ ｂ 側
に 設 け ら れ た ダ イ ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ２ ４ 上 に ダ イ ボ ン デ ィ ン グ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
ま た 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ と 裏 面 ２ １ ｂ 側 に 設 け ら れ た ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と が ボ ン デ ィ
ン グ ワ イ ヤ ２ ５ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ２ ５ を 含 む 配 線 部 の 周 囲 が 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー
ル 基 板 ２ １ の 大 き さ よ り も 小 さ い 範 囲 で 絶 縁 性 樹 脂 に よ り 包 囲 さ れ 、 直 方 体 状 の 樹 脂 モ ー
ル ド 部 ２ ６ を 形 成 し て い る 。
さ ら に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ の 表 面 ２ １ ａ 側 に 外 部 端 子 ２ ２ が 設 け ら れ 、 裏 面 ２ １ ｂ
側 に ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と 、 ダ イ ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ２ ４ が 設 け ら れ 、 外 部 端 子 ２ ２
は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ を 貫 通 し て 形 成 さ れ た 複 数 の 図 示 略 の ス ル ー ホ ー ル を 経 由 し
て Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ と 図 示 略 の ワ イ ヤ ー に よ り 導 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ を 構 成 す る カ ー ド 基 材 １ １ の 一 部 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ
） は 平 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の 線 Ａ － Ａ に お け る 断 面 図 で あ る 。
こ の カ ー ド 基 材 １ １ は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ を 格 納 す る 第 １ 凹 部 １ ５ と 、 第 １ 凹 部 １
５ に 連 通 し 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ を 格 納 す る た め の 第 ２ 凹 部 １ ６ と 、 第 １ 凹 部 １ ５ に 連 通
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し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る
導 電 材 ３ ０ を 充 填 す る た め の ２ つ の 第 ３ 凹 部 １ ７ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ の ２ つ の 第
３ 凹 部 １ ７ は 、 第 ２ 凹 部 １ ６ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
な お 、 第 ３ 凹 部 １ ７ の 位 置 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の 仕 様
に よ り 適 宜 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ の 全 面 に は 、 接
着 シ ー ト ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 接 着 シ ー ト ２ ９ は 、 第 ２ 凹 部 １ ６ の 開 口 端 １ ６
ｂ お よ び 第 ３ 凹 部 １ ７ の 開 口 端 １ ７ ｂ ま で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 第 ３ 凹 部 １ ７ の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板
２ １ と カ ー ド 基 材 １ １ と の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 両 者 の 接 着 強 度 を 十
分 に 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ が 曲 げ ら れ た 際 に 、 ア ン テ ナ 接
続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 ３ ０ か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の
端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
接 着 剤 ２ ８ と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン ゴ ム 系 接 着 剤 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 、 ポ リ エ ス
テ ル 系 接 着 剤 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 系 接 着 剤 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 接 着 剤 な ど 公 知 の も の か ら
選 択 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
接 着 シ ー ト ２ ９ と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 接 着 剤 、 ニ ト リ ル ゴ ム 系 接 着 剤 、 ポ リ ア ミ ド 系
接 着 剤 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 接 着 剤 な ど の 接 着 剤 を シ ー ト 状 に し た も の か ら 選 択 し て 用 い る こ
と が で き る 。 こ の 接 着 シ ー ト ２ ９ は 、 通 常 、 そ の 片 面 に 、 グ ラ シ ン 紙 、 ク レ ー コ ー ト 紙 、
ク ラ フ ト 紙 、 ポ リ ラ ミ 原 紙 、 樹 脂 コ ー テ ィ ン グ 原 紙 な ど の 剥 離 紙 が 設 け ら れ た 状 態 で 保 管
さ れ て い る 。 接 着 シ ー ト ２ ９ を 第 １ 凹 部 １ ５ に 接 着 す る 際 に 、 剥 離 紙 の 設 け ら れ て い な い
面 を 第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ に 載 置 し て 、 接 着 シ ー ト ２ ９ の 剥 離 紙 側 か ら 熱 を 加 え な が
ら 圧 着 す る こ と に よ り 、 仮 貼 り す る 。 こ の 場 合 、 完 全 に 接 着 す る 必 要 は な く 、 第 ３ 凹 部 １
７ を 形 成 す る 際 に ず れ な い 程 度 に 接 着 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
導 電 材 ３ ０ と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 な ど に 、 銀 な ど の 導 電 性 の 微 粒 子 を 混 合 し た
導 電 性 ペ ー ス ト や 、 は ん だ な ど か ら 選 択 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 実 施 形 態 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ で は 、 第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ の 全 面 に は 、 接 着 シ ー ト
２ ９ が 設 け ら れ 、 接 着 シ ー ト ２ ９ は 、 第 ２ 凹 部 １ ６ の 開 口 端 １ ６ ｂ お よ び 第 ３ 凹 部 １ ７ の
開 口 端 １ ７ ａ ま で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し た が っ て 、 第 ３ 凹 部 １ ７ の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ と カ ー ド 基 材 １ １
と の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 両 者 の 接 着 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ が 曲 げ ら れ た 際 に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材
３ ０ か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気
的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ゆ え に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 ３ ０ か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と
ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き
る 。 よ っ て 、 こ の 実 施 形 態 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ は 、 長 期 耐 久 性 や 長 期 信 頼 性 に 優 れ た も の と
な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ が 、 第 ２ 凹 部 １ ６ の 底 面 １ ６ ａ の 全 面 に 塗 布 さ れ
た 接 着 剤 ２ ８ を 介 し て 底 面 １ ６ ａ に 固 着 さ れ て い る か ら 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ が 曲 げ ら れ て も
、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ が カ ー ド 基 材 １ １ か ら 脱 離 し 難 い 。 よ っ て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２
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３ と ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 図 １ で は 、 接 着 剤 ２ ８ を 第 ２ 凹 部 １ ６ の 底 面 １ ６ ａ の 全 面 に 塗 布 し て 、 樹 脂 モ ー ル
ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 全 面 を 底 面 １ ６ ａ に 固 着 し た 例 を 示 し た が 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド
は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に あ っ て は 、 接 着 剤 ２ ８ を 底 面 １ ６ ａ の 一 部
に 塗 布 し て 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 一 部 を 底 面 １ ６ ａ に 固 着 し て も よ い 。 あ
る い は 、 接 着 剤 ２ ８ は 補 助 的 に 用 い る も の で あ り 、 接 着 シ ー ト ２ ９ に よ り 充 分 な 接 着 強 度
が 得 ら れ て い る 場 合 に は 、 用 い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 ２ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お
い て 、 図 １ に 示 し た Ｉ Ｃ カ ー ド の 構 成 要 素 と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 説
明 を 省 略 す る 。
Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ は 、 ル ー プ 状 に 設 け ら れ た ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ を 内 在 す る カ ー ド 基 材 ４ １ と
、 ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ に 接 続 さ れ る Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ を 備 え た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ と か ら 概 略
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ で は 、 カ ー ド 基 材 ４ １ に 設 け ら れ た 第 １ 凹 部 ４ ５ に Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２
１ が 格 納 さ れ 、 カ ー ド 基 材 ４ １ に 設 け ら れ た 第 ２ 凹 部 ４ ６ に 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ が 格 納 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 全 面 が 、 第 ２ 凹 部 ４ ６ の 底 面 ４
６ ａ の 全 面 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 ２ ８ を 介 し て 底 面 ４ ６ ａ に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｉ Ｃ モ
ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ に お け る 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ が 配 さ れ て い な い 部 分 の 一 部 が 、 第 １ 凹 部
４ ５ の 底 面 ４ ５ ａ の 一 部 に 設 け ら れ た 接 着 シ ー ト ５ ０ を 介 し て 底 面 ４ ５ ａ に 固 着 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 、 カ ー ド 基 材 ４ １ に 設 け ら れ た
第 ３ 凹 部 ４ ７ に 充 填 さ れ た 導 電 材 ３ ０ を 介 し て 、 第 ３ 凹 部 ４ ７ の 底 面 ４ ７ ａ に 露 出 し た ア
ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と 接 続 さ れ 、 電 気 的 な 導 通 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ を 構 成 す る カ ー ド 基 材 ４ １ の 一 部 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ
） は 平 面 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 図 ４ （ ａ ） の 線 Ｂ － Ｂ に お け る 断 面 図 で あ る 。
こ の カ ー ド 基 材 ４ １ は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ を 格 納 す る 第 １ 凹 部 ４ ５ と 、 第 １ 凹 部 ４
５ に 連 通 し 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ を 格 納 す る た め の 第 ２ 凹 部 ４ ６ と 、 第 １ 凹 部 ４ ５ に 連 通
し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る
た め の 導 電 材 ３ ０ が 充 填 さ れ る 第 ３ 凹 部 ４ ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 実 施 形 態 で は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 接 着 シ ー ト ５ ０ は 、 第 ２ 凹 部 ４ ６ の 開 口 端
４ ６ ｂ お よ び 第 ３ 凹 部 ４ ７ の 開 口 端 ４ ７ ｂ ま で 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ
と に よ り 、 第 ３ 凹 部 ４ ７ の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ と カ ー ド 基 材 ４ １ と
の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 両 者 の 接 着 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き
る 。 こ れ に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 曲 げ ら れ た 際 に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 ３
０ か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的
な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 第 １ 凹 部 ４ ５ の 底 面 ４ ５ ａ は 、 接 着 シ ー ト ５ ０ が 設 け ら れ て い る 分 離 し た ２ つ の
領 域 Ｃ と 、 接 着 シ ー ト ５ ０ が 設 け ら れ て い な い 分 離 し た ２ つ の 領 域 Ｄ と を 備 え て い る 。 そ
し て 、 ２ つ の 領 域 Ｃ は 第 ２ 凹 部 ４ ６ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 設 け ら れ 、 ２ つ の 領 域 Ｄ は 第
２ 凹 部 ４ ６ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ２ つ の 領 域 Ｃ に は そ れ ぞ れ
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第 ３ 凹 部 ４ ７ が １ つ ず つ 設 け ら れ 、 こ の ２ つ の 第 ３ 凹 部 ４ ７ は 、 第 ２ 凹 部 ４ ６ を 挟 ん で 対
向 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
な お 、 第 ３ 凹 部 ４ ７ の 位 置 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の 仕 様
に よ り 適 宜 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
底 面 ４ ５ ａ の 全 面 積 に 対 す る 領 域 Ｄ の 占 め る 割 合 は 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ８ ０ ％ で あ り 、 よ
り 好 ま し く は ３ ０ ～ ６ ０ ％ で あ る 。
領 域 Ｄ の 占 め る 割 合 が ２ ０ ％ 未 満 で は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 曲 げ ら れ た 際 に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー
ル 基 板 ２ １ に は 応 力 が 生 じ 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接
続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る こ と が あ
る 。 ま た 、 第 ２ 凹 部 ４ ６ の 底 面 ４ ６ ａ 部 分 の カ ー ド 基 材 ４ １ は 、 厚 み が 薄 い の い で 、 カ ー
ド 基 材 ４ １ に 亀 裂 が 入 り 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
領 域 Ｄ の 占 め る 割 合 が ８ ０ ％ を 超 え る と 、 領 域 Ｃ に お け る Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ と カ ー
ド 基 材 ４ １ と の 接 着 面 積 が 小 さ く 、 両 者 の 接 着 強 度 が 十 分 で は な い の で 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０
が 曲 げ ら れ る と 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２
３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 領 域 Ｄ に は 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ に 設 け ら れ た ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と カ ー
ド 基 材 ４ １ が 直 接 接 触 す る こ と に よ り 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ が 衝 撃 を 受 け て 損 傷 す る の を 防 止
す る た め に 、 緩 衝 材 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
緩 衝 材 と し て は 、 弾 性 接 着 剤 、 各 種 天 然 ゴ ム 、 合 成 ゴ ム な ど の 応 力 、 衝 撃 力 に 対 す る 吸 収
効 果 の あ る 材 料 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 緩 衝 材 は 、 必 ず し も 領 域 Ｄ の 全 面 に 設 け る 必 要 が な
く 、 部 分 的 か つ 不 連 続 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
接 着 シ ー ト ５ ０ と し て は 、 上 記 接 着 シ ー ト ２ ９ と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の 実 施 形 態 の Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ で は 、 第 １ 凹 部 ４ ５ の 底 面 ４ ５ ａ の 分 離 し た ２ つ の 領 域 Ｃ
に は 、 第 ３ 凹 部 ４ ７ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 接 着 シ ー ト ５ ０ を 介 し て Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２
１ の 領 域 Ｃ に 対 向 す る 部 分 が 、 領 域 Ｃ に 固 着 さ れ て い る 。 一 方 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １
の 分 離 し た ２ つ の 領 域 Ｄ に 対 向 す る 部 分 は 、 領 域 Ｄ に 固 着 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
し た が っ て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 曲 げ ら れ た 場 合 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ は カ ー ド 基 材 ４
１ の 形 状 変 化 （ 撓 み ） に 追 従 し 難 く な る 。 こ の よ う に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ は 撓 み 難
く な り 、 平 坦 な 状 態 を 保 て る か ら 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ に は 応 力 が 生 じ 難 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ゆ え に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 ３ ０ か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と
ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き
る 。 よ っ て 、 こ の 実 施 形 態 の Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ は 、 長 期 耐 久 性 や 長 期 信 頼 性 に 優 れ た も の と
な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ が 、 第 ２ 凹 部 ４ ６ の 底 面 ４ ６ ａ の 全 面 に 塗 布 さ れ
た 接 着 剤 ２ ８ を 介 し て 底 面 ４ ６ ａ に 固 着 さ れ て い る か ら 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 曲 げ ら れ て も
、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ が カ ー ド 基 材 ４ １ か ら 脱 離 し 難 い 。 よ っ て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２
３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 図 ３ で は 、 接 着 剤 ２ ８ を 第 ２ 凹 部 ４ ６ の 底 面 ４ ６ ａ の 全 面 に 塗 布 し て 、 樹 脂 モ ー ル
ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 全 面 を 底 面 ４ ６ ａ に 固 着 し た 例 を 示 し た が 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド
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は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に あ っ て は 、 接 着 剤 ２ ８ を 底 面 ４ ６ ａ の 一 部
に 塗 布 し て 、 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 一 部 を 底 面 ４ ６ ａ に 固 着 し て も よ い 。 あ
る い は 、 接 着 剤 ２ ８ は 補 助 的 に 用 い る も の で あ り 、 接 着 シ ー ト ２ ９ に よ り 充 分 な 接 着 強 度
が 得 ら れ て い る 場 合 に は 、 用 い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
上 記 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 凹 部 と 第 ３ 凹 部 が 連 通 し な て い な い
例 を 示 し た が 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 第 ２
凹 部 と 第 ３ 凹 部 が 連 通 し て い て も よ い 。 具 体 的 に は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う な も の が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に 係 る カ ー ド 基 材 の 一 例 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。 こ の カ ー
ド 基 材 ５ １ で は 、 第 １ 凹 部 ５ ５ に 連 通 し て 設 け ら れ た 第 ２ 凹 部 ５ ６ と 第 ３ 凹 部 ５ ７ が 、 連
通 溝 ５ ８ を 介 し て 連 通 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 第 ３ 凹 部 ５ ７ に 充 填 さ れ る 導 電 材 ３ ０ が 、 第 １ 凹 部 ５
５ に 貼 着 さ れ た 接 着 シ ー ト ２ ９ 上 に は み 出 し て 、 第 ３ 凹 部 ５ ７ の 周 囲 の 接 着 力 を 阻 害 す る
こ と を 防 止 し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な
導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に 係 る カ ー ド 基 材 の 他 の 例 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。 こ の カ
ー ド 基 材 ６ １ で は 、 第 １ 凹 部 ６ ５ に 連 通 し て 第 ２ 凹 部 ６ ６ と 第 ３ 凹 部 ６ ７ が 設 け ら れ て お
り 、 第 ２ 凹 部 ６ ６ の 開 口 端 ６ ６ ａ と 、 第 ３ 凹 部 ６ ７ の 開 口 端 ６ ７ ａ の 一 部 と が 同 一 面 上 と
な る よ う に 、 第 ２ 凹 部 ６ ６ と 第 ３ 凹 部 ６ ７ が 連 通 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 第 ３ 凹 部 ６ ７ に 充 填 さ れ る 導 電 材 ３ ０ が 、 第 １ 凹 部 ６
５ に 貼 着 さ れ た 接 着 シ ー ト ２ ９ 上 に は み 出 し て 、 第 ３ 凹 部 ６ ７ の 周 囲 の 接 着 力 を 阻 害 す る
こ と を 防 止 し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と ア ン テ ナ 本 体 ４ ２ の 端 子 部 ４ ２ ａ と の 電 気 的 な
導 通 が 切 断 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 第 ２ 凹 部 の 開
口 端 お よ び 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 ま で 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ た 例 を 示 し た が 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ
ー ド は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 少 な く と も 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 第 ３
凹 部 の 開 口 端 ま で 接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 接 触 式 ／ 非 接 触 式 共 用 の Ｉ Ｃ カ
ー ド を 示 し た が 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 電
気 的 接 点 の 設 け ら れ た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル が カ ー ド 上 に 埋 め 込 ま れ た 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 を 例 示 し 、 図 ７ ～ 図 ９ に 基 づ い て 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造
方 法 を 説 明 す る 。
ま ず 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 溶 剤 揮 発 型 、 熱 硬 化 型 、 あ る い は 光 硬 化 型 の 導 電 ペ ー ス
ト を ス ク リ ー ン 印 刷 し て 乾 燥 固 定 化 す る 方 法 、 被 覆 あ る い は 非 被 覆 金 属 線 の 貼 り 付 け る 方
法 、 エ ッ チ ン グ 法 、 金 属 箔 貼 り 付 け る 方 法 、 金 属 を 直 接 蒸 着 す る 方 法 、 金 属 蒸 着 膜 を 転 写
す る 方 法 、 導 電 高 分 子 膜 を 形 成 す る 方 法 な ど に よ り 形 成 さ れ た ア ン テ ナ 本 体 １ ２ を 内 在 す
る カ ー ド 基 材 １ １ を 作 製 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
次 に 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 カ ー ド 基 材 １ １ の 所 定 位 置 に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル を 構 成 す
る Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 を 格 納 す る た め の 第 １ 凹 部 １ ５ を 、 ミ リ ン グ 装 置 を 用 い た ミ リ ン グ
に よ り 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
次 に 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 裁 断 、 型 抜 き な ど に よ り 所 定 形 状 に 加 工 さ れ た 接 着 シ ー
ト ２ ９ を 、 剥 離 紙 の 設 け ら れ て い な い 面 が 第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ に 接 す る よ う に 載 置
し て 、 接 着 シ ー ト ２ ９ の 剥 離 紙 側 か ら 熱 を 加 え な が ら 圧 着 す る こ と に よ り 、 第 １ 凹 部 １ ５
の 底 面 １ ５ ａ の 全 面 に 仮 貼 り す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
次 に 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 凹 部 １ ５ の 所 定 位 置 に 、 第 １ 凹 部 １ ５ に 連 通 し 、 Ｉ
Ｃ モ ジ ュ ー ル の 樹 脂 モ ー ル ド 部 を 格 納 す る 第 ２ 凹 部 １ ６ と 、 第 １ 凹 部 １ ５ に 連 通 し 、 Ｉ Ｃ
モ ジ ュ ー ル の ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 と ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 を
図 る た め の 導 電 材 が 充 填 さ れ る 第 ３ 凹 部 １ ７ を 、 ミ リ ン グ 装 置 を 用 い た ミ リ ン グ に よ り 形
成 す る 。 こ の 工 程 に お い て 、 第 ３ 凹 部 １ ７ の 底 面 １ ７ ａ に 、 ア ン テ ナ 本 体 １ ２ の 端 子 部 １
２ ａ の 一 部 を 露 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 第 ２ 凹 部 １ ６ と 第 ３ 凹 部 １ ７ の 形 成 は 、 同 時 に 行 っ て も 、 別 々 に 行 っ て も よ い 。 な
お 、 こ の ミ リ ン グ に よ り 、 接 着 シ ー ト ２ ９ に 設 け ら れ た 剥 離 紙 が 、 ミ リ ン グ 装 置 に 巻 き 込
ま れ て 、 同 時 に 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
次 に 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ 凹 部 １ ７ に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 と ア ン テ ナ 本 体 １
２ の 端 子 部 １ ２ ａ と の 電 気 的 な 導 通 を 図 る た め の 導 電 材 ３ ０ を 、 公 知 の 装 置 を 用 い て 充 填
す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
次 に 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 凹 部 １ ６ の 底 面 １ ６ ａ の 一 部 ま た は 全 面 に 、 Ｉ Ｃ モ
ジ ュ ー ル の 樹 脂 モ ー ル ド 部 を 固 着 す る た め の 接 着 剤 ２ ８ を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
次 に 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の 樹 脂 モ ー ル ド 部 ２ ６ を 第 ２ 凹 部 １
６ に 格 納 す る と 同 時 に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ が 導 電 材 ３ ０ に 対
向 す る よ う に 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ の Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ を 第 １ 凹 部 １ ５ に 格 納 す る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
そ し て 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 導 電 材 ３ ０ お よ び そ の 周 辺 部 に 相 当 す る 部 分 に 図 示 略
の 加 熱 部 を 備 え た 熱 圧 着 装 置 ７ ０ に よ り 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル １ ４ を 加 熱 、 押 圧 し 、 Ｉ Ｃ モ ジ
ュ ー ル １ ４ の ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と 導 電 材 ３ ０ 、 お よ び 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 ２ １ と
第 １ 凹 部 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ を 固 着 し 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ を 得 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の 工 程 に お い て 、 熱 圧 着 装 置 ７ ０ に 備 え ら れ た 加 熱 部 に よ り 、 導 電 材 ３ ０ お よ び そ の 周
辺 部 を 、 １ ６ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ 程 度 で 、 １ 秒 ～ １ ０ 秒 間 程 度 局 所 的 に 加 熱 す る 。 な お 、 加 熱 温
度 や 加 熱 時 間 は 、 接 着 シ ー ト ２ ９ の 種 類 に よ っ て 異 な る 。
ま た 、 導 電 材 ３ ０ が 導 電 性 ペ ー ス ト の 場 合 、 加 熱 に よ り 導 電 性 ペ ー ス ト を 構 成 す る 熱 硬 化
型 樹 脂 を 硬 化 し 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ と 導 電 材 ３ ０ を 接 続 、 固 定 す る 。 導 電 材 ３ ０ が
は ん だ の 場 合 、 加 熱 に よ り は ん だ を 溶 か し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 ２ ３ に 導 電 材 ３ ０ を 融
着 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 凹 部 に 接 着 シ ー ト を 貼 着 し た 後 に 、 第 ２ 凹
部 お よ び 第 ３ 凹 部 を 形 成 す る か ら 、 接 着 シ ー ト を 第 ２ 凹 部 の 開 口 端 お よ び 第 ３ 凹 部 の 開 口
端 ま で 設 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ 凹 部 の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基
板 と カ ー ド 基 材 と の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 両 者 の 接 着 強 度 を 十 分 に 確
保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 第 １ 凹 部 の 底 面 に は 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 ま で
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接 着 シ ー ト が 設 け ら れ て い る か ら 、 第 ３ 凹 部 の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 と カ
ー ド 基 材 と の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 両 者 の 接 着 強 度 を 十 分 に 確 保 す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド が 曲 げ ら れ た 際 に 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 が 導 電 材
か ら 剥 離 し て 、 ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 と ア ン テ ナ 本 体 の 端 子 部 と の 電 気 的 な 導 通 が 切 断 さ れ
る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 長 期 耐 久 性 や 長 期 信 頼 性
に 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 は 、 第 １ 凹 部 に 接 着 シ ー ト を 貼 着 し た 後 に 、 第 ２ 凹 部 お よ
び 第 ３ 凹 部 を 形 成 す る か ら 、 接 着 シ ー ト を 第 ２ 凹 部 の 開 口 端 お よ び 第 ３ 凹 部 の 開 口 端 ま で
設 け る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 ３ 凹 部 の 周 辺 部 に お い て 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 と カ
ー ド 基 材 と の 接 着 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板 と カ ー ド 基 材
と の 接 着 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 １ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 １ の 実 施 形 態 を 構 成 す る カ ー ド 基 材 の 一 部 を 示 す 概 略 図
で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の 線 Ａ － Ａ に お け る 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 ２ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 第 ２ の 実 施 形 態 を 構 成 す る カ ー ド 基 材 の 一 部 を 示 す 概 略 図
で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 図 ４ （ ａ ） の 線 Ｂ － Ｂ に お け る 断 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に 係 る カ ー ド 基 材 の 一 例 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド に 係 る カ ー ド 基 材 の 他 の 例 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 製 造 方 法 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 一 例 と し て 、 接 触 式 ／ 非 接 触 式 共 用 Ｉ Ｃ カ ー ド の 構 成 を 示
す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す Ｉ Ｃ カ ー ド の 線 Ｈ － Ｈ に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド を 構 成 す る カ ー ド 基 材 の 一 部 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 １ ２ （
ａ ） は 平 面 図 、 図 １ ２ （ ｂ ） は 図 １ ２ （ ａ ） の 線 Ｉ － Ｉ に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， ４ ０ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ カ ー ド 、 １ １ ， ４ １ ・ ・ ・ カ ー ド 基 材 、 １ ２ ， ４ ２ ・ ・ ・ ア ン テ ナ
本 体 、 １ ３ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ チ ッ プ 、 １ ４ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 、 １ ５ ， ４ ５ ・ ・ ・ 第 １ 凹 部 、
１ ６ ， ４ ６ ・ ・ ・ 第 ２ 凹 部 、 １ ７ ， ４ ７ ・ ・ ・ 第 ３ 凹 部 、 ２ １ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 基 板
、 ２ ２ ・ ・ ・ 外 部 端 子 、 ２ ３ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 接 続 用 端 子 、 ２ ４ ・ ・ ・ ダ イ ボ ン デ ィ ン グ パ
ッ ド 、 ２ ５ ・ ・ ・ ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ 、 ２ ６ ・ ・ ・ 樹 脂 モ ー ル ド 部 、 ２ ８ ・ ・ ・ 接 着 剤 、
２ ９ ， ５ ０ ・ ・ ・ 接 着 シ ー ト 、 ３ ０ ・ ・ ・ 導 電 材 、 ７ ０ ・ ・ ・ 熱 圧 着 装 置 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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